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一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
一般社団法人 板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
一般社団法人 日中投資促進機構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員73、推薦会員１）

う経緯にもかかわられた、と聞きます。
　産業心理学や人間工学の歴史をさかのぼると、
産業場面での「安全と生産性向上」等のほか、「鉄
道（路面電車等含む）の運転士」や「航空パイロ
ット」の適性、といった話題にも話が及ぶのです。
特に多くの乗客を高速で運ぶ航空機や鉄道で「ヒ
ューマン・ファクター」に目が向けられた、その
流れの一端を現在の「交通心理学」も汲んでいる、
といえるでしょう。
　話を戻しますが、先述した「交通心理士」とい
うのは、日交心が資格認定試験（年１回）を行い、
合格後 “交通心理士補”（←いわば仮免許）とし
て更に自らのテーマで研究を進め発表するなど研
鑽を積んで昇格し取得に至る資格、のことです。
今は産業カウンセラーと同じくNASVA（独立行
政法人自動車事故対策機構）が行ってきた「交通
カウンセリング」も扱えるので、自動車教習所等
で企業向けの診断業務に携わる会員も多く、有資
格者による「日本交通心理士会」の活動も盛況に
あります。ただ、専門課程を履修した身にも相応
のレベルと思われる内容が要求されるので “少々
高いハードル” かもしれません。
　しかし、それをおして尚、多くの方々が志して
おられる現況は嬉しい限り、と感じています。

日本自動車会議所会員（2023年10月15日現在）＝団体会員89、順不同＝

　前号でご紹介した「交通心
理学入門」は、日本交通心理
学会（略称：日交心）の “交
通心理士補” 資格認定試験の
テキストであると同時に、入

門書としても良くまとまっていると思います。
　これより遙か前にやはり同学会から出され、筆
者が学生時代（1980年代前半）のテキストだった
「安全運転の人間科学（全３冊。絶版）」では、
当時話題とされた「事故を起こしやすいドライバ
ーの存在」「疲労、居眠り、アルコール等」「信号
や標識、地形的な要因」「ヒヤリ・ハット」「大型
車」「暴走族」「性差（当時は女性ドライバーが増
加していたこともあり？）」「ドライバー教育と、
その指導」等のテーマが並んでいました。
　さらに言うと「交通」は、別に “道路（自動車）”
に限ったことではありません。航空、海洋（船舶）、
陸上でも「鉄道」という一見別ジャンルがありま
すが、すべて「人間が操る交通手段」というクク
リになります（よね？）。事実、日交心にも航空
や海洋船舶の専門家がおられますし、初代会長の
故・鶴田正一先生は、1962年の国鉄「三河島事故」
の原因究明に携わられ、当時の国鉄内に労働科学
研究所（現在のJR総研の一部に至る）設立とい

ドライバーのココロ（後編）
（一社）日本交通科学学会理事　吉村俊哉
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